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青少年問題の悩みなどお気軽に
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宇治市指定文化財

新たに５点を指定

宇
治
郷
総
絵
図
な
ど
を
加
え

　
　
　
　
総
計
3
2
作
に

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
三
月
二
十
三
日
、
昭
和
六

十
三
年
度
の
市
指
定
文
化
財
に
、
仏
像
四
点
と
絵
図

一
点
の
計
五
点
を
指
定
。
三
月
三
十
一
日
に
告
示
し

ま
し
た
。
今
回
指
定
の
五
点
は
、
先
に
市
文
化
財
保

護
委
員
会
の
答
申
を
受
け
て
い
た
も
の
で
、
市
指
定

文
化
財
は
、
こ
れ
で
有
形
が
三
十
一
件
、
無
形
（
宇
治

茶
手
も
み
）
が
一
件
の
計
三
十
二
件
に
な
り
ま
し
た
。

　
宇
治
市
指
定
文
化
財
は
、
市
内

に
あ
る
国
宝
・
ｍ
要
文
化
財
な
ど

の
文
化
財
保
護
法
に
よ
る
指
定
ま

た
は
、
京
都
府
文
化
財
保
護
条
例

に
よ
る
指
定
を
深
け
た
文
化
財
以

・
鎌
倉
時
代

外
の
、
重
要
な
文
化
財
の
保
護
を

目
的
と
し
た
、
本
市
独
自
の
制
度

で
す
。

　
こ
の
程
市
指
定
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
の
は
、
願
行
寺
（
木
幡
西

|歴史資料館の宇治郷総絵図．紙本厚手植紙｜

i（こうぞし）多色、凡例記号等墨轡．本紙寸｜

り去は縦376.7cm、横524.2cin。本紙は裏打補｜

|強され、現在は太巻になっている．
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中
）
の
「
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

（
あ
み
だ
に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う
）
」
と

「
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
」
、
浄
土

院
（
宇
治
蓮
華
）
の
「
木
造
阿
弥
陀

如
来
立
像
」
、
円
福
寺
（
五
ヶ
庄
上

村
）
の
「
銅
造
釈
迦
誕
生
仏
像
（
し

ゃ
か
た
ん
じ
ょ
う
ぶ
つ
ぞ
う
）
」
、

宇
治
市
歴
史
資
料
館
（
折
居
台
一

丁
目
）
の
「
宇
治
郷
総
絵
図
（
ラ
じ

ご
う
そ
う
ふ
ｙ
）
」
の
五
点
。

　
新
し
い
指
定
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
の
概
要

　
願
行
寺
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
は

ヒ
ノ
キ
材
の
一
木
造
り
。
小
像
な

が
ら
ど
っ
し
り
と
し
た
安
定
感
が

あ
り
、
太
く
た
く
ま
し
い
耳
輪
、

や
や
厳
し
さ
の
あ
る
表
情
、
大
ぷ

り
で
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
衣
文

（
え
も
ん
）
な
ど
は
、
十
世
紀
の
作

・
高
さ
9
7
・
３
ｍ

風
忿
ふ
し
て
い
ま
す
。

　
同
じ
ぐ
願
行
寺
の
阿
弥
陀
如
来

面
相
は
両
頬
が
張
っ
て
い
て
、
優

し
ぐ
穏
や
か
で
す
。
ま
た
、
体
は

奥
行
政
か
浅
く
よ
く
均
衡
が
と
れ

て
お
り
、
衣
文
の
数
は
少
な
め
。

鎌
倉
時
代
初
期
の
作
で
あ
り
な
が

ら
、
平
安
時
代
後
期
の
遺
風
を
強

く
と
丿
洒
て
い
ま
す
。

ヒ
ノ
キ
材
の
寄
木
造
り
。
堂
々
と

し
た
大
作
で
、
保
存
状
態
も
極
め

て
良
好
で
す
。
う
つ
む
き
ぎ
み
の

頭
部
、
生
々
し
い
感
触
奮
持
つ
指

先
な
ど
に
、
当
代
の
特
色
が
よ
く

示
さ
れ
て
い
未
丁
。

　
円
福
寺
の
銅
造
釈
迦
誕
生
仏
像

は
、
飛
鳥
時
代
以
来
の
古
式
に
の

っ
と
っ
た
三
弁
状
の
衣
文
忿
持
つ

浄
土
院
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

　
　
　
・
鎌
倉
時
代
後
期
～
南
北
朝
・
高
さ
１
７
８

７
cm

願行寺の木造阿弥陀如来坐像(写真上)

と木造阿弥陀如来立像(同左)

短
い
裳
（
も
）
を
ま
と
っ
て
い
ま

す
か
、
胸
腹
部
に
み
ら
れ
る
モ

デ
リ
ン
グ
の
確
か
な
表
現
か
ら
、

奈
良
時
代
の
造
立
と
推
定
さ
れ
ま

す
。
誕
生
仏
は
釈
迦
の
降
誕
を
表

す
仏
像
で
、
日
本
で
は
潅
仏
必
一
（
か

ん
ぶ
つ
え
＝
花
ま
つ
り
）
の
本
尊

と
し
て
、
数
多
く
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。
円
福
寺
の
も
の
は
、
城
陽
久

世
廃
寺
址
か
ら
出
土
し
た
像
と
共

に
、
府
下
最
古
の
誕
生
仏
の
一
例

で
あ
り
、
指
先
ま
で
が
完
形
で
残

っ
て
い
ま
す
。

　
宇
治
郷
総
絵
図
は
、
昭
和
五
十

年
に
市
管
理
課
に
保
存
さ
れ
る
地

籍
図
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
、
昭
和

六
十
二
年
に
全
面
修
復
が
施
さ
れ

ま
し
た
。
百
十
枚
の
紙
を
つ
な
ぎ

〈
Ｂ
せ
て
あ
り
、
縮
尺
六
百
分
の

一
と
い
拿
曾
な
も
の
。
作
製
者

　市庁舎前ミニ茶園

茶の木を植え替え

や
年
紀
を
欠
き
ま
す
が
、
図
中
の

茶
壷
蔵
の
所
在
地
や
そ
れ
に
通
じ

る
道
筋
の
開
通
年
な
ご
か
ら
、
十

八
世
紀
前
半
の
も
の
と
推
定
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
作
製
の
意
図
に
つ
い

て
は
、
図
中
の
丸
・
三
角
な
ど
の

特
徴
的
な
記
号
か
ら
、
宇
治
郷
の

代
官
職
の
継
承
・
移
動
に
か
か
わ

っ
た
可
能
性
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

本
図
で
は
市
街
地
だ
け
で
な
く
、

農
地
・
林
地
ま
で
が
詳
し
ぐ
描
か

れ
て
お
り
、
彩
ら
右
あ
ざ
や
か
。

同
時
代
で
も
こ
れ
に
類
す
る
も
の

は
極
め
て
少
な
く
、
貴
重
な
絵
図

資
料
と
い
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

円福寺の銅造釈迦誕生仏像

　・奈良時代　・高さ9.2cm

　
三
月
二
十
七
日
、
市
役
所
前

の
ミ
ニ
茶
園
で
茶
の
木
の
植
え

替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
土
質
が
悪
く
、
以

前
か
ら
植
灸
釘
て
い
た
茶
の

木
の
育
ち
が
悪
く
な
っ
て
い
た

た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
。
こ
の

日
は
雨
の
中
、
白
川
川
上
ひ
谷

の
茶
生
産
農
家
上
村
巌
さ
ん
か

ら
贈
ら
れ
た
「
う
じ
ひ
か
り
」
約

六
十
本
が
、
丹
念
に
植
え
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
茶
園
の
中
央
に
あ
る
平

和
の
像
は
、
昨
年
八
月
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
で
建
て

替
え
ら
れ
て
お
り
、
今
回
茶
の

木
も
植
え
替
え
ら
れ
た
こ
と
で
、

ミ
ニ
茶
園
は
す
っ
か
り
新
し
く

生
次
な
お
り
圭
し
た
。

町
内
会
・
自
治
会
未
加
入
の
人
な
ど

　
も
う
お
持
ち
で
す
か

　
　
　
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き

　
　
市
で
は
こ
の
程
、
平
成
元
年

　
度
版
の
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と

　
手
び
き
」
（
Ａ
４
版
三
十
－
－
、
カ

　
ラ
ー
刷
り
）
を
発
行
。

　
　
今
年
で
六
年
目
を
迎
え
た
こ

　
の
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び

　
き
」
に
は
、
行
事
予
定
、
税
の

　
納
期
、
保
健
予
防
年
間
日
程
表
、

　
各
種
相
談
案
内
な
ど
を
掲
載
。

ｉ
．
ま
た
、
「
市
内
の
主
な
公
共
施
設

　
あ
ん
な
い
」
が
別
冊
に
な
っ
て

　
い
ま
す
。

　
　
町
内
（
自
治
）
会
に
加
入
し
て

　
い
る
ご
家
庭
に
は
、
既
に
会
長

さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
配
布
し

て
い
ま
す
。
加
入
し
て
い
な
い

ご
家
庭
は
、
市
役
所
広
報
課
ま

で
お
越
し
い
た
だ
ぐ
か
、
電
話

（
き
⑩
3
1
4
1
）
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
四
月
末
ま
で
、

文
化
セ
ン
タ
ー
、
西
小
倉
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
宇
治
・

木
幡
・
小
倉
・
広
野
公
民
館
、

菟
道
・
横
島
・
伊
勢
田
・
平
盛

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
も
置
い

て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
課
）
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至
大
久
保

Ｆ
川
～

▼新館１階

法務局宇治支局¬

簡易裁判所「‾‾¬ＴＴニコ

▼新館２階

▼本館２階　　入口

□
］

９
　
琵

▼新館3階

戸ドコ
▼本館３階

至太陽が丘

　産業会館四］

　に謳ﾆJ

ﾛ］

教
育
委
員
会

社会教育課
市　民

体育課

施　設　課
３

階

総　務　課
２

階

学校教育課
１

階

水
道
庁
舎

総　　務　　課 3 階

工務課・配水課 2階

営　　業　　課 １階

　
　
〈
生
活
文
化
講
座
〉

　
く
ら
し
の
歳
時
記

　
　
　
　
む
か
し
と
今

　
宇
治
の
歴
史
と
共
に
は
Ｉ

奔
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
郷

土
の
祭
り
や
年
中
行
事
は
、
ふ

る
さ
と
の
文
化
遺
産
で
も
あ
り
、

文
化
的
伝
統
と
し
て
人
々
の
暮

ら
し
か
根
底
で
支
え
、
今
日
に

牛
曹
続
け
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
社
会
構
造
の
変
化

や
、
核
家
族
化
の
進
行
、
牛
活
様

式
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
現
在
、

暮
ら
し
に
か
か
わ
る
「
歳
時
記
」

を
学
び
、
年
中
行
事
な
ど
を
中

心
に
、
そ
の
由
来
や
意
義
に
つ

い
て
理
解
し
、
日
々
の
暮
ら
し

の
中
に
生
か
す
と
共
に
、
郷
土

愛
を
醸
成
し
、
明
日
の
暮
ら
し

と
文
化
を
築
く
た
め
に
講
座
を

開
き
毒
ｙ
。

　
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
…
４
月
1
9
日
出
と
５
月
・

　
～
翌
年
１
月
ま
で
の
毎
月
第

　
４
週
の
木
曜
日
。
時
間
は
い

　
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午
。

－
－
１
１
－
－
１
１
－
ｌ
ａ
ｌ
自
－
１
１
１
自
自

▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
公
民
館
。

▼
対
象
…
市
民
。

▼
定
員
・
・
・
4
0
人
（
先
着
順
）
。

▼
講
師
・
・
・
京
都
府
文
化
財
保
護

　
指
導
委
員
・
若
原
英
次
さ
ん
。

▼
申
し
込
み
・
・
・
広
野
公
民
館
へ

　
電
話
か
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
ス
ピ
ー
ク
サ
ロ
ン

　
　
～
新
聞
を
見
て
～

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
開
講
し

ま
す
。

　
参
加
者
が
、
共
通
の
話
題
を

通
し
て
考
え
な
が
ら
、
各
自
の

生
き
方
に
プ
ラ
ス
に
な
る
も
の

を
吸
収
し
、
成
長
す
る
相
互
の

場
と
し
未
す
。

▼
と
き
…
４
月
1
8
日
㈹
１
翌
年

　
３
月
６
日
脚
の
毎
月
第
１
・

　
第
艮
曜
日
。
時
間
は
い
ず

　
れ
も
午
後
１
時
半
ト
３
時
半
。

▼
と
こ
ろ
・
：
広
野
公
民
館
。
’

▼
対
象
…
市
民
。

▼
定
員
・
：
1
5
人
（
先
着
順
）
。

▼
申
し
込
み
…
広
野
公
民
館
へ

　
電
話
か
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
木
曜
ト
ー
ク

　
毎
日
報
道
さ
れ
る
新
聞
、
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
を

手
掛
か
り
に
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
に
か
か
わ
る
問
題
を
お
互
い

に
話
し
合
い
、
考
え
合
ケ
場
で

す
。

　
参
加
者
全
員
で
進
め
て
い
き

乖
ゐ
で
、
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
未
了
。

広野公民館…広野町寺山

17－403（a⑥7450）

木幡公民館…木幡内畑34

－7 （S⑩8290）

中央公民館…折居台１丁

目1 （S⑩1411）

▼
と
き
・
：
４
月
～
翌
年
１
月
ま

　
で
毎
月
―
回
。
第
１
回
は
４

　
月
2
0
日
困
で
、
後
は
参
加
者

　
で
決
め
ま
す
。
時
間
は
午
後

　
１
時
半
ト
３
時
半
。

▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
公
民
館
。

▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の
人
。

▼
定
員
…
1
5
人
（
先
着
順
）
。

▼
申
し
込
み
…
木
幡
公
民
館
へ

　
電
話
か
直
接
来
館
で
。
‘

　
　
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

　
公
民
館
映
画
劇
場

　
毎
月
一
回
、
土
曜
日
の
午
後
、

映
画
で
京
都
の
文
化
や
伝
統
産

業
を
紹
介
す
る
公
民
館
映
画
劇

場
。
四
月
の
日
程
と
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
…
４
月
2
2
日
出
、
Ｉ
回

　
目
は
午
後
１
時
半
か
ら
、
２

　
回
目
は
３
時
半
か
ら
。

▼
よ
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
展
示

　
集
会
室
。

▼
上
映
作
品
・
：
飾
り
馬
・
古
典

　
雅
楽
器
。

▼
問
い
会
ｙ
・
：
中
央
公
民
館

　
へ
電
話
で
。

　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

古
絵
図
を
探
し
て
い
ま
す

　
歴
史
資
料
館
で
は
、
今
年
度

の
特
別
展
に
向
け
て
、
市
内
に

残
さ
れ
た
古
絵
図
（
古
い
地
図
）

を
調
査
中
で
す
。

　
宇
治
や
南
山
城
に
か
か
わ
る

昔
の
地
図
に
つ
い
て
ご
存
じ
の

方
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
連
絡
先
・
：
歴

　
史
資
料
館
（

　
折
居
台
１
丁

　
目
、
文
化
セ

　
ン
タ
ー
内
・

　
豊
⑩
１
３
１

　
１
）
へ
。

（
歴
史
資
料
館
）

jjﾐi■■■■■（）言▽ぶλソ　躬ノ*

　▲平等院の境内絵図
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課の配置が変わり

ました

公民館の

お知らせ



ツベルクリン反応検査と

　　　ＢＣＧ接種

　
四
月
十
一
日
か
ら
、
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
検
査
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接

種
を
始
め
毒
ｙ
。
詳
に
ｙ
ｙ
は
平

成
元
年
度
版
「
市
民
カ
レ
ン
ダ

ー
と
手
び
き
」
を
ご
覧
ぐ
だ
さ

※検診料免除事項…①70歳以上の人②65～69歳で医療受給者証を持つ人

　③生活保護受給者④市民税非課税世帯の人。

▼
対
象
・
：
４
歳
未
満
の
乳
幼
児

　
（
生
後
３
ヵ
月
ぐ
ら
い
か
白
。

▼
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を

　
受
け
ら
れ
な
い
子
・
：
①
３
種

　
混
合
予
防
接
種
を
受
け
て
１

　
週
間
以
内
②
麻
し
ん
（
は
し

　
か
）
、
流
行
性
耳
下
腺
炎
（
お

　
た
ふ
く
か
ぜ
）
の
予
防
接
種

　
を
受
け
て
１
力
５
ｃ
:
以
内
③
以

　
前
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
済
み
④
麻

　
し
ん
、
流
行
性
耳
下
腺
炎
、
風

　
し
ん
、
水
痘
（
み
ず
ぽ
み
毛

　
う
）
が
治
っ
て
１
ヵ
月
以
内

　
⑤
と
び
ひ
、
水
い
ぼ
、
手
足

　
口
病
に
か
か
っ
て
い
る
⑥
発

　
熱
中
。

▼
注
意
・
・
・
体
温
は
、
事
前
に
必

　
ず
測
定
し
て
お
く
こ
と
。

▼
準
備
品
…
ほ
子
手
帳
と
問
診

　
票
。

　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）
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平
成
元
年
度
の
消
費
生
活
モ
ニ

タ
ー
二
十
四
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
モ
ニ
タ
ー
に
、
消

費
者
の
立
場
か
ら
、
意
見
や
要
望

・
苦
情
な
ど
の
生
活
の
実
態
を
市

へ
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
市
民
生

活
向
上
の
た
め
の
施
策
欠
又
工

で
の
資
料
と
す
る
も
の
で
す
。

　
消
費
生
活
は
、
衣
食
住
を
は

じ
め
、
健
康
や
契
約
な
ど
す
べ
て

の
生
活
分
野
に
深
ぐ
か
か
わ
っ
て

い
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
は
、
日
常
の
買
い
物

や
契
約
な
ど
で
感
じ
た
こ
と
を
市

に
連
絡
し
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
物
価
調
査
な
ど
も
行
い
未
丁
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
、
モ

ニ
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
モ
ニ
タ
ー
が
各
種
の
調
査
を

依
頼
し
た
際
に
は
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
ず
。

（
自
治
振
興
課
）

お
知

ら
せ

初
期
消
火
協
力
者
の

　
消
火
器
薬
剤
を
補
て
ん

消
防
本
部
で
は
、
市
内
で
火
災

平成元年度消費生活モニター名簿

氏　名 住　　　　　所

ft ff 良子 木幡御蔵山39－333

山元山美 木幡熊小路4－14

丙出靖了･ 羽戸山二丁【ロー90

山口明処 羽戸山三丁El1 －45

北嵯(I子 *;ifl≪E植29－8

中川和芙 ■it直戯里41コスモウイング宇(ri6O6号

X-ff栄子 白川川上り谷35－2

柚 ti 初ti 宇治χi'S38－38

和田文r･ 宇治池森7－10

長谷川a由芙宇治琵琶3－1ハイマート宇治208号

鳥島心子 宇治一番29グリンピア宇iu207号

大田　由美子横鵬町落合43-9 グ')ーンfウン臓鳥2I6-205号

７ 川n子 横心町南iSか99-6

長門　喜久子小介町*ift!!39－199

天野　ａ笑子小倉町中畑5－21

小林恵子 伊勢田町南遇田32－14

If 藤孝子
伊勢田町名木トI南宇祐ローレルコート-201号

柴田　笑柴子jfi陵町--･丁目1－95

清水成了 神明石塚76－25

奥田俊子 大久保町山ノ内20－3

船曳喜久子 広lf町'H谷47-I0

中鵬三津子 広野町寺山13－3

芝辻和枝 広ft町尖山4－433

大場洋子 広ff町丸山55－30

消
費
者

コ
ー
ナ
ー

　
お
小
遺
い
の

　
　
　
使
い
道
は
？

　
現
代
っ
子
た
ち
は
物
持
ち
、

金
持
ち
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

子
μ
石
た
ち
の
買
い
物
事
情
は

ど
の
ふ
つ
に
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

　
使
い
道
を
限
定
さ
れ
な
い

「
小
遣
い
」
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

く
て
も
、
今
の
子
リ
に
石
た
ち
は

昔
に
比
べ
る
と
、
日
ご
八
か
ら

よ
く
物
を
買
っ
て
い
る
ぶ
つ
で

す
。
毎
月
の
小
遣
い
忿
畜
え
る

だ
け
で
は
買
え
な
い
物
は
、
自

分
で
買
う
の
で
は
な
ぐ
、
だ
れ

か
に
買
っ
て
も
φ
７
と
い
う
こ

と
も
あ
る
ぷ
フ
で
す
。

　
市
内
の
小
学
五
・
六
年
生
を

対
象
と
し
た
「
子
μ
も
の
生
活

ア
ン
ヶ
Ｉ
ト
」
（
昨
年
十
二
月
実

め
ヽ
お
や
つ
・
雑
誌
や
マ
ン
が

・
貯
金
を
し
て
高
額
な
物
を
買

う
・
お
誕
生
会
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

・
プ
ラ
モ
デ
ル
な
ど
に
倅
石
れ

て
い
ホ
ヂ
。

　
子
･
Ａ
＾
£
i
た
ち
は
、
自
分
の
小

遣
い
の
使
い
道
夕
ほ
っ
き
り
考

え
て
い
る
ぷ
っ
で
す
が
、
新
学

が
発
生
し
た
際
、
火
元
関
係
者
以

外
が
所
有
す
る
消
火
器
を
、
初
期

消
火
活
動
に
協
力
し
て
使
用
し
た

場
合
、
薬
剤
の
補
て
ん
を
行
い
ま

す
。

　
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
書
と

消
火
器
か
最
寄
り
の
消
防
（
分
）
署

へ
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

次
の
よ
ラ
な
場
合
に
は
、
補
て
ん

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｏ
消
火
器
本
体
の
腐
触
や
損
傷

が
著
１
　
て
、
再
使
學
八
ば
破
裂

す
る
恐
れ
が
あ
り
、
人
身
事
故
の

危
険
が
あ
る
も
の
○
薬
剤
の
補
て

ん
が
不
可
能
な
構
造
の
も
の
。

　
詳
１
　
て
は
、
消
防
本
部
予
防
課

（
豊
⑩
0
1
1
9
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
を
。
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

　
危
険
物
取
扱
者
な
ど

　
　
　
免
状
制
度
の
改
正

　
消
防
法
令
が
改
正
さ
れ
、
危
険

物
取
扱
者
と
消
防
設
備
土
の
免
状

制
度
が
、
次
の
ぷ
っ
に
套
ぢ
ま

し
た
。

　
▼
危
険
物
取
扱
者
の
受
験
資
格

１
危
険
物
取
り
扱
い
の
実
務
経
験

が
６
ヵ
月
以
上
－
が
廃
止
▼
免
状

の
様
式
舎
改
正
▼
写
真
の
切
口
含

れ
、
購
買
意
欲
が
高
ま
ｓ
*
が
ち

で
す
。
小
遣
い
の
ほ
か
に
現
金

や
現
物
か
七
ら
兄
る
今
の
子
ど

も
た
ち
は
、
大
人
同
様
に
消
費

者
と
し
て
ね
ら
石
れ
て
い
未
了
。

　
店
頭
に
は
様
々
な
商
品
が
並

び
、
雑
誌
に
は
い
ろ
い
ろ
な
広

告
が
掲
載
さ
れ
、
子
芦
も
向
け

子
ど
も
向
け
商
品
は

　
　
　
　
　
花
ざ
が
り

施
）
の
調
査
結
果
か
見
る
と
、

子
μ
も
た
ち
が
最
も
興
味
か
痔

っ
て
い
る
遊
び
の
中
で
、
ジ
ア

ミ
コ
ダ
は
男
女
共
五
位
以
内

に
入
り
、
男
子
で
は
八
〇
％
が

自
分
の
物
夕
痔
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
遣
い
は
１
ヵ
月
ま
と

め
て
も
^
£
v
ｒ
手
が
多
く
、
金
額

は
五
百
～
千
円
が
約
半
数
忿
｛
｝

期
か
迎
汲
、
早
ひ
こ
と
共
に
、

お
金
に
対
す
る
考
え
方
、
物
の

価
値
観
な
芦
を
話
に
苔
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
心
を
と
ら
え
る

　
　
　
　
　
高
額
商
品

　
子
口
七
た
ち
も
、
書
幻
り
の

大
人
も
、
マ
ス
コ
ミ
に
刺
激
さ

商
品
が
帝
霞
ん
ば
か
り
で
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
消
費
者
が
砦
き

込
次
れ
る
商
品
売
買
の
ト
ラ
ブ

ル
が
、
小
学
生
や
中
学
生
に
ま

忿
及
ん
で
い
未
丁
。

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
情
報

に
よ
る
と
、
竿
μ
も
に
し
て
は

高
価
な
お
も
ち
や
・
学
習
教
材

な
ど
の
申
し
込
み
を
は
じ
の
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
会
員
募
集
中

　
ジ
ル
バ
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
会
員
（
六
十
歳
以
上
）
を
募

集
し
て
ぃ
未
丁
。

　
現
在
は
登
録
会
員
数
が
少
な

く
、
特
に
「
技
聾
、
「
サ
ー
ビ
ス
」

に
従
事
さ
れ
ゑ
貪
が
不
足
し

て
ぃ
ま
ず
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会
の
要

請
に
出
来
る
だ
け
こ
た
え
て
ぃ

く
た
め
に
、
多
く
の
人
に
シ
ル

え
が
1
0
年
に
１
回
義
務
付
け
ら
元
、

1
0
年
以
内
ご
と
に
「
写
真
に
係
る

書
海
換
え
」
手
続
き
が
必
要
▼
免

状
交
付
手
数
料
な
ど
？
収
正
▼
問

ｋ
Ｂ
せ
…
府
消
防
防
災
課
（
豊

０
７
５
倒
8
1
1
1
）
▼
申
請
書

提
出
先
・
：
剛
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
京
都
府
支
部
（
京
都
市
上
京

区
西
洞
院
通
下
立
売
上
ル
、
京
都

府
自
治
心
一
館
別
棟
《
豊
０
７
５
剛

9
1
2
1
〉
）
へ
。
申
請
書
は
同
セ

ン
タ
ー
、
府
消
防
防
災
課
、
府
地

方
振
皿
局
、
市
内
各
消
防
（
分
）
署

「
良
瓦
い
に
な
ひ
た
い
」
「
恋
人

が
欲
し
い
」
「
背
が
高
く
な
り
た

い
」
と
い
う
よ
シ
な
、
思
春
期

の
子
芦
石
の
心
理
か
巧
み
に
つ

い
た
雑
誌
広
告
な
ど
の
通
信
販

売
に
よ
る
契
約
ト
ラ
ブ
ル
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
い

ら
な
い
と
い
う
返
事
が
な
い
の

で
、
契
約
が
成
立
し
た
と
み
な

す
」
な
ご
と
、
注
文
も
し
な
い
商

品
な
ど
忿
管
つ
け
て
代
金
を

請
求
す
る
ぶ
ガ
テ
ィ
ブ
ー
オ

プ
シ
ョ
ダ
も
目
立
っ
て
い
ま

す
。

　
い
ず
れ
の
場
合
も
、
親
の
同

意
が
な
い
未
成
年
者
の
契
約
は
、

取
り
消
し
出
来
る
握
昂
あ
り

ま
す
。
す
ぐ
に
あ
き
φ
め
て
業

者
の
言
い
な
り
に
な
っ
て
Ｌ
歪

わ
な
い
ぷ
つ
に
し
侭
し
ょ
う
。

困
っ
た
時
は
、
消
費
生
活
相
談

室
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

へ
○

ひ

（
自
治
振
興
課
）

バ
ー
の
輪
か
広
げ
て
ぃ
書
た
い

と
考
え
て
ぃ
毒
了
。
仕
事
を
通

し
て
社
会
に
参
加
し
た
い
、
健

康
保
持
の
た
め
何
か
仕
事
を
し

た
い
と
お
考
凡
の
人
は
。
ぜ
ひ

入
会
欠

　
詳
し
ぐ
は
、
宇
治
市
ジ
ル
バ

人
材
セ
ン
タ
ー
（
豊
⑩
1
7

3
4
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

で
配
布
中
。
　
　
（
消
防
本
部
）

　
軟
式
テ
ニ
ス
教
室

　
平
成
元
年
度
最
初
の
ス
ポ
ー
ツ

教
室
で
す
。

　
▼
と
き
・
：
４
月
2
2
・
2
3
・
2
9
・

3
0
日
、
５
月
６
・
７
日
の
土
・
日

曜
日
、
い
ず
れ
も
午
後
３
時
～
６

時
▼
と
こ
ろ
…
黄
聚
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
▼
対
象
・
：
市
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
の
高
校
生
以
上
の
人
▼

定
員
・
：
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加

費
・
：
無
料
▼
申
Ｌ
込
み
・
・
・
電
話
で

市
民
体
育
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）

へ
。
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
婦
人
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
８
日
側
・
一
１
１
日

出
・
1
2
日
図
・
1
5
日
側
・
1
8
日
出
・

1
9
日
宙
、
い
ず
れ
も
午
後
６
時
か

ら
0
5
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
黄
槃
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
2
0
歳
以
上
の
女
性

▼
定
員
・
・
・
4
0
人
▼
参
加
費
…
無
料

▼
申
し
込
み
・
：
往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
．
電
話
番

上・下水道料金

　低所得者用の申請

　
所
得
の
低
い
ご
家
庭
の
上
・

下
水
道
料
金
公
Ｅ
減
す
る
た
め
、

「
低
所
得
者
用
料
金
制
度
」
か
設

け
て
い
康
ｙ
。
認
定
基
準
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。

　
該
当
す
る
忌
腱
は
、
水
道

部
所
定
の
申
請
書
に
、
昭
和
六

十
三
年
中
の
所
得
を
証
明
す
る

書
類
（
源
泉
徴
醤
ｔ
、
各
年
金

号
か
明
記
し
、
〒

6
1
1
宇
治
琵
琶
4
5
・

宇
治
市
教
育
委
員
会
市
民
体
育
課

「
硬
式
テ
ニ
ス
係
」
へ
。
４
月
2
0
日

凶
の
消
印
有
効
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
　
（
市
民
体
育
課
）

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
　
　
実
技
講
習
会

　
黄
栞
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
を
、
楽
に
こ
安
全
に
利
用
す

る
た
め
の
実
技
講
習
会
で
す
。

　
▼
と
き
・
：
４
月
2
2
日
出
、
午
後

１
時
と
５
時
の
２
回
▼
と
こ
ろ
・
・
・

黄
槃
体
育
館
▼
対
象
・
：
1
5
歳
以
上

の
人
▼
定
員
・
・
・
各
4
0
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
・
：
千
円
（
要
顔
写
真
）
▼

申
し
込
み
・
・
・
４
月
1
6
日
面
、
午
前

や
ま
ぶ
き
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス

　
５
周
年
バ
ー
ス
デ
ィ
パ
ー
テ
ィ
ー

　
市
で
は
、
宇
治
市
心
晟

者
教
室
（
や
ま
ぶ
き
学
級
）
の
一

環
と
し
て
、
心
身
障
害
者
や
青

年
ボ
ラ
ン
テ
Ｔ
ア
の
仲
間
・
た

ま
り
場
づ
ぐ
り
を
目
指
し
「
や

ま
ぶ
き
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
」
を

毎
月
一
回
開
設
。
ぶ
ら
っ
と
来

て
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
飲
み
な
が

ら
、
お
し
ゃ
べ
り
や
ゲ
ー
ム
な

芦
原
薬
兄
で
い
未
了
。

　
そ
の
「
や
ま
ぶ
き
コ
ー
ヒ
ー

ハ
ウ
ス
」
で
次
の
と
お
り
、
五

受
給
証
明
書
、
民
生
委
員
が
証

明
す
る
無
職
無
収
入
証
明
書
な

ど
）
舎
添
え
て
、
水
道
部
営
業

課
（
容
⑩
3
1
4
1
）
へ
提
出

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
水
道
部
営
業
課
）

上・下水道料金の低所得者用途認定基準(平成元年度)

世帯数 １人 ２人 ３人 ４人 ５人以上

所得金額
　(年額)

63万円 107万9千円 143万1千円 157万7千円

157万7千円
に４人を越
える１人に
つき39万５
千円を加算
した金額。

９
時
か
ら
、
直
接
黄
槃
体
育
館
（
豊

⑩
4
0
0
1
）
へ
。
（
公
園
公
社
）

　
近
畿
青
年
洋
上
大
学

　
　
　
参
加
者
を
募
集

　
▼
訪
問
都
市
…
中
国
天
津
・
北

京
・
大
連
、
韓
国
釜
山
・
慶
州
▼

期
間
…
８
丹
1
6
日
困
～
2
8
日
側
の

1
3
日
間
▼
応
募
資
格
と
定
員
・
・
白

本
国
籍
を
有
し
、
府
内
に
居
住
す

る
2
0
歳
以
上
3
0
歳
以
下
の
人
で
、

青
少
年
（
団
体
）
活
動
に
意
欲
の
あ

る
人
。
6
0
人
▼
参
加
費
・
：
十
七
万

円
▼
申
し
込
み
…
４
月
2
8
日
圖
ま

で
に
青
少
年
婦
人
課
（
豊
⑩
5
1

6
2
）
へ
。
　
（
青
少
年
婦
人
課
）

周
年
バ
ー
ス
デ
イ
パ
ー
テ
ィ
ー

を
開
き
毒
了
。
人
形
劇
な
芦
薬

し
い
催
し
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
４
月
1
6
日
収
、
午

後
Ｏ
時
半
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ

…
木
幡
公
民
館
▼
内
容
・
・
・
①
式

典
②
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
の
開
店

と
催
し
物
▼
主
催
・
：
や
ま
ぶ
き

コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
集
団
・
市
教

育
委
員
会
。
　
（
社
会
教
育
課
）

　
市
で
は
、
四
月
二
土
（
日
ま

で
、
「
肺
ガ
ン
検
診
」
、
「
結
核
検

診
Ｓ
奥
施
中
。
ま
だ
受
診
し
て

い
な
い
人
は
、
最
寄
り
の
会
場

で
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
程
・
会
場
・
：
３
月
2
1
ぼ
号

結核・肺ガン検診の実施要項

　
の
「
市
政
だ
よ
り
」
を
ａ
？

　
だ
さ
い
。

▼
受
診
方
法
・
：
左
表
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
保
健
予
防
課

　
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

結核検診 肺ガン検診

対　　象 i5歳以上の市民 4o歳以上の市民

検診内容 胸部レントゲン間接撮影
胸部レントゲン間接撮杉・問
診・かくたん検査（問診の結
果、必要な人）

検診料 無　　料 無料（かくたん検査の人は
300円、免除事項あり…※）

受　　診
市政だよI)3 月21日号の受診票（当日､会場にもあります）に

１人１枚記入の上、直接会場へ。

注if.It項 妊娠中または妊娠の疑いのある人は受診出来ません。

～4月11日から開始～ 肺
ガ
ン
・
結
核
検
診
実
施

中 4
月
2
6
日
ま
で
市
内
各

地
で

平
成
元
年
度

　
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
決
ま
る
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▲ガンバレ／ヨイショ／力をこめて……

　(昭和63年６月13日、市民綱引大会で)

市民スポーツ教室

・ひろばへ
　あなたもいい汗流してみませんか。教育

委員会では、市民の体育・スポーツの振興

を図り、健康や体力を増進するため、元年

度も市民スポーツ教室･ひろばを開きます。

スポーツ教室は一定期間継続して実施し、

スポーツひろばは余暇のひとときを楽しく

スポーツに親しんでいただくため実施して

います。なお、年間予定表は、会場などの

都合により変更する場合があります。申し

込みなど詳しくは、開催日が近づけば「市

政だより」でお知らせします。ぜひご参加

ください。

　　　　　市民スポーツ教室の予定表（費用は無料、申し込み制）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教　室　名 対　　象 定貝 日　　　　　程 曜　日 時　間 会　場

軟式テニス

高校生以上 40人 4/22,23,29,30,5/6,7　予備日5/13,14 土・日 午後３時
　　～６時

黄梨公ll
テニスコート

婦　人 30人 7／1，2，8,9 ,15,16　予備日7/29,30 土・日 午後３時
　～6時

東山公園
テニスコート

硬式テニス 婦　人 40人 5/8,11,12,15,18,19　予備日5/22,25 月･木･金午後６時
　～９時

黄聚公園
テニスコート

婦人軽スポーツ

婦　人’ 30人 5/9 ,12,16,19,23,26,30,6/2 火・金
午後７時
　~ 9時

黄緊体育館

婦　人 30人 9/11,14,18,21,25,28,10/2 ，5 月・木
午後７時半
　~9時半

横島小学校

バドミントン 高校生以上 30人 6/6,9,13,16,20,23,27,30 火・金 午後７時半
　～９時牛 南　宇　治

中　学　校

親　子，
バドミントン

親・小学生
（4年以上）

20組 9/30,10/1,7,8,14,15 土・日 午後５時半
　～７時半

黄柴体育館

小学生
バレーボール

小　学　生
（4年以上） 30人 5/27,28,6/3,4,10,11

土 午後5時~7時
大開小学校

日 午前10時~正午

小　学　生
（4年以上）

30人 9/2,3,9,10,16,17
土 午旧時~7時

宇治小学校
日 午mm~正午

卓　　　　　球

小　学　生
（4年以上）

30人 6/3,4,10,11,17,18
土 午fl3時~5時

岡屋小学校
日 午釦o時~正午

高校生以上 30人 11/1,4,8,11,15,18,22,25 水・土 午後７時半
　～９時半

平盛小学校

母と子の水泳 母親･小学生30組
7/17,18,19,20,21,22,24,25
予備日7 /26

毎　日
(HIS除く)

午後５時半
　～７時半

西宇治
プール

一　般　水　泳 中学生以上 50人 7/28,29,31,8/1,2,3,4　予備日8／5
毎　日

(日曜除く)
午後６時
　　～８時

西宇治
プール

女　子
ソフトボール

高校生以上 30人
7/4,7,11,14,18,21,25,28
予備日8/1,4

火・金 午後７時半
　～9時半

広野中学校

高校生以上 30人
10/1ぽ,17,20,24,27,31,11/3,7
予備日11/10,14

火・金 午後７時半
　～９時半

未　定

インディアカ

ソフトバレー

ボール

高校生以上 40人 8／30,9／1,4 水･金･月 午後７時
　～９時

御　蔵　山
小学校

高校生以上 40人 10/ 2 ，4 , 6 月･水･金午後７時牛
　～9時半

南部小学校

高校生以上 40人 10/16,18,20 月･水･金午後７時半
　～９時半

平盛小学校

高校生以上 40人 6/19,21,23 月･水･金 午後７時半
　～９時半

西　小　倉
小　学　校

中高年スポーツ 中高年
７／２(岡屋小学校),
7／9(茶道小学校),

11/12(小倉小学校),
ll/26(西大久保小学校)　時間は、いずれも午前10時~正午
訂正

　
訂
正
　
　
　
四
月
一
日
号
市
政
だ
よ

圓
一
５
　
離
胆
翻

の
お
知
ら
せ
の
中
で
、
ｍ
大
の
場
合
は

４
月
1
9
日
困
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
1
6
日
間
に
訂
正
し
ま
す
。

市民スポーツひろば予定表(費用は無料、参加自由）

地域名 会　　場 開催日 時　　間 腫　　　　　目

宇　　治 神明小学校 ５月７日(日)午前10時~正午

インディアカ・ソフトバレーボール

グラウンドゴルフ
西宇治 伊勢田小学校 10月22日(Fl)午前10時~正午

北宇治
棋　　島

北槙島小学校 11月12日(日)午前10時～正午

快
汗
は
つ
ら
つ
健
康

▲市民駅伝競争大会

●問い合わせ
　市民体育課

　　　S22－3141

硬式テニス

教室(写真上)、小学生バレー

ボール教室(写真下)

各種スポーツ・レクリエーション大会の予定表

５月14日 第27回オリエンテーリング大会太陽が丘

５月21日 第23回　市民総体総合開会式 太陽が丘

６月18日 第13回　障害者スポーツ大会 黄槃体育館

７月16日 第５回　市民綱引大会 黄槃体育館

９月23日 第９回高齢者ゲートボール大会太陽が丘

10月10日 第７回　市民スポーツまつり 太陽が丘

10月29日～11月１日 第２回全国スポーツ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ祭愛　媛　県

11月５日 第11回　体振連交流球技大会 黄聚体育館他

11月19日 第６回　市民,駅伝競走大会 太陽が丘

11月23日 南山城地方スポーツ少年団交流大会 太陽が丘

平2月14日 第22回ス.t:ーツ少年[1新春合同初けいこ会 太陽が丘

２月４日 第29回　市民スキー教室 ﾏｷﾉｽｷｰ場

２月25日 第７回　宇治川マラソン大会 太陽が丘

３月４日 第３回遊リーダー・この指とまれ未　定

３月11日 第１回　市民インディアカ大会黄槃体育館

３月18日 第９回　府民トリムのつどい 太陽が丘

各種講習会の予定表

11月 体育・スポーツ指導者養成講習会

12月３日 体力テスト判定員養成講習会

抑2月 レクリエーション指導者養成講習会
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